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α］＝「のとき．「αは月の条件部を満た  

．jiの結論部山は0あるいは1の値を  
尺の条件部を満たし、かつ！1（α）＝山で  
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本研究では．ルール形式の知識をデー  
ら抽出することを試みる．ルールノi＝  

ルールの性能を評価するため，常識ルーリレ月（′一＝  

（汀（∴・，〕ぐ）に対し常識支持度〆’および常識信頼度  

Jノ（’，例外ルールが＝（打方、山E）に対し例外支持  
度／ノごおよび例外信椒度′ノガを定義する■ ただし  

山〃＝1－〕（－である．ルールガ（’●の条件部を満たす  

データ集合を5（・、5（・†の中にあってルールJ？ム’の  
条件部を満たすデータ集合を5〟とすると．評価指  

数は次のように完式化される．  

件部打と結論部〕から成り．「条件  
ようなデータは決完クラス山に属す  
現し．支持度／上と信頼度〃によって  
される．   

成立することが「常識的」でl‾当たり前▼1なルール  

を常識ルールと呼ぶ．これに対し．1つの常識ノレーール  

何らかの条件が付加するとそれが得るようなルー  
を例外ルールと呼ぶ【礼常識ルールと．それに対  

る例外ルールのルール対を発見するのが本研究の  
的である．以下ではこの日的に（二■・l．うとモ11）⊥lとい  
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2 用語の定義   

データ集合gの持つ丹偶の属性は、数値属性も  
しくは記号属性のいずれかに分類される．数値属性  
は大′川関係を持つ数値で表現され（例：身艮体温  
検査値）、記号属性は大小関係を持たない記号で表現  

される（例：駄句い，味）．   

数値属性に対してはカット点．i－＝′1’（レ）（（J／≧ぐ  

かどうかを判定トおよび区間．～・＝ノい，ぐノ）（ぐ≦  

町≦亘′かどうかを判完）と呼ばれる2種類の特徴が  

定義され，記号属性に対しては部分集合・－・＝伸∴l）  
（町∈ノlかどうかを判定）と呼ばjrしる特徴が定義さ  

れる．属性ノの特徴★はそれぞれの性質に従いデー  

タαのノ番目の属性値√小二対して（0、1．＊）のいず  
れかを出力する．すなわち、．～・［α］∈伸1、＊）であっ  
て．．りα］＝1（0）は特徴・～・が成立する（成宣⊥ない）  

図＝：データ集合．～’における′うず（▼‥～七の分布   

3 ルール対発見戦略  
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データ集合から  
研究では（l）データ集合の決定  

成し、生成された木の部分ルー  
支持度とイ調阻度を持つものを選ぶ，（  
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らの旭川の什力▲によ／ノて、ニ火の・い才丹粗略が可能てある．  

戦略1 ノ～し’もノ汗も（1・l．うを仕って求める．  

戦略2 ／J－∵はト「りÅ．／～1一’は（．▼1．う机吏って求める．  

戦略3 ／仁は（t・l．う．ノJノノはl・、l）Aを佗／）て求める．  

戦略4 ノ仁も／～／∴い一、l）Åを仕ってポ〆）る．   

4 実験結果   

孔揺の診断結果に1椚‾るデータ集合（総放りト：i∴1Ⅰ二例  

2：軋負例車‖）からルい」レ対の発見を行なった．このデ・一  

夕集合の属性数はぃですべて数値属性である．  
1ヌlソからl封▲－1に∴発見されたルールを支持度（横帆  

support）と信頼度（縦帆confidence）にしたがってプロッ  
トしたグラフをホす．破線で競いゴjl／たルーールは∵辟識  

ル・一ル（cmmOnru［es）とそれから発見された例外ル・一  

ル（except10nalrulcs）を表してい る．戦略1によって（i  
のルーール対が発見され．これをプ亡トソトしたグラフがl巽1  

2である．   
t「r）Aではデータに関する誤差を許容しながら支持集  

合の発見を行うことができ、この誤差棋昭二は％・）は人力  

として与えられる．今恒＝よ許容誤差0冥．と1う％．の場合  
について戦略2による実験を行った．この結果それぞれ  

について2軋：iOさのルール対が発見され，これをプ亡トソ  
トしたグラフが図：仁および傍目である．なお∴支持度，信  

粕度ともに等しいルーール同士は同じ真にプロットされて  
いる．   

グラフのん卜．に付二世する点に相当するル←一ルが「優れ  

たルーール」とテ糾1肝される．図2と図：i（あるいは回こl）を比  
較するこ とにより．（●・卜うと1－11）Åはともに同じ程度に優  

8
 
 
 
7
 
 

0
 
 
 
0
 
 

哩
0
∪
む
P
ぢ
U
O
O
 
 

6
 
 

∧
リ
 
 

5
 
 
 
4
 
0
 
 
 
0
 
 

COmmOn rljles 〔〕  
exceptiona］ruIes 薫  

0．2  0．3  0．4  0．5  0．6  0．7  0．8  0．9  1  

supporl 

図L：戦略1によって柑られたルーールの紬肘旨数（縦  

軸が支持度．横軸が信跡度）  

9
 
 
 
0
0
 
 

（
U
 
 
 
（
U
 
 
 7
一
 
 
 
6
 
 
 

0
 
 
 
0
 
 
 

¢
0
∪
①
P
；
U
C
O
 
 

5
 
 
 
4
 
 
 
3
 
0
 
 
 
0
 
 
 
∧
U
 
 
 

COl111¶0nr山es o  
exceptionalru18S ※  

0．2  0．3 0．4  0．5  0．6  0．7  0．8  0，9 1  

SUPPO（t  
を
る
で
 
 

り
 
 

ー
」
し
一
 
 

－
L
ノ
ー
 
 

発
ル
 
 

していることがわかる．ここでrll）八  

ルの数が多いのは．特徴の組み合わせ  
れたル  

で発見  雲
」
 
 訓べることによる∴▲九（∴1．うから発見さ  ミミ．．、11′二   

土
寸
レ
 
‖
‖
‖
 
－
ノ
 
 

発
れ
 
 

の
ち
 
 

一
 
寸
一
 
 

′
し
 
－
r
 

～
′
′
1
 
′
て
 
 

り
」
 
つ
 
 

到
よ
 
 

許容誤差0†イ．を与・えて戦略づに  
れた常識ル、一ルと比べて、rl、l）′1で許容誤差  え

発
と
も
 
 

ケ
を
こ
た
 
 

を
ル
る
れ
 
 

ずに発  

ルの評価指数  
き  ル ′

ぐ
よ
・
も
 
 

兄され  
るとは  

ル
い
 
 

識
な
 
 

肯
え
 
 

し
ム
U
と
 
 

し∴軒各洪差を  え
優
 
 

∵
 
 

カ
 
 
 

ヽ
ノ
 
、
l
 
 

／
一
し
 
 

放多く見つG  

ができる．   

て劣っているもの  
くつか見つけるこ   

5 おわりに   

ここでは紙面の都ぶ1．，単一▲＝－のデータ集斜二軌略1お  

よび戦略2を適用Lた結果を載せただけにとどまった．  
しかし実際には、もっと多くの戦略を多くのデータ集合  

に迫川してその傾向を考察している．   
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